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図 5-2 ヒアリング調査結果 

 

0

5

10

15

20

25

30

35

On the pass to
embarkation

At leaving ramp
way

Traffic with
other automobile

Countainer
Handling
Machine

Others

危険を感じる状態

0

20

40

60

80

100

120

ﾌｪﾘｰﾀｰﾐﾅﾙ設備への要望



 

5-6 
 

 

ナクロマ係留状況 

 

ゲート外待機状況 

 

ヒアリング状況(1) 

 
ヒアリング状況(2) 

 

モーターバイク乗船状況 

 

ゲート付近乗船券確認状況 

 

旅客ゲート内徒歩状況 

 

旅客乗船状況 

 調査時写真 



 

5-7 
 

Annex 1 
表-1 性 別 

性 別 
男 42 人 
女 58 人 
合計 100 人 

表-2 年 齢 
年 齢 

0～10 歳 0 人 
11～20 歳 18 人 
21～30 歳 39 人 
31～40 歳 25 人 
41～50 歳 12 人 
51～60 歳 4 人 
61～70 歳 1 人 
71～80 歳 1 人 

合 計 100 人 
表-3 国 籍 

国 籍 
東ティモール 98 人 
インドネシア 0 人 

その他 2 人 
合 計 100 人 

表-4 住 所 
住 所 

ディリ 48 人 
オエクシ 36 人 
その他 16 人 
合 計 100 人 

表-5 職 業 
職 業 

学 生 36 人 
会社員 29 人 
自営業 8 人 
農業 19 人 

その他 8 人 
合 計 100 人 

表-6 利用目的 
利用目的 

仕 事 16 人 
商 用 5 人 
帰 郷 39 人 
買い物 6 人 
旅 行 26 人 
その他 8 人 

表-7 同伴者人数 
同伴者人数 

なし 31 人
１人 17 人
２人 24 人
３人 11 人
４人 8 人

５人以上 9 人
合 計 100 人

表-8 見送り人数 
見送り人数 

なし 55 人 
1 人 17 人 
2 人 15 人 
3 人 7 人 
4 人 4 人 

5 人以上 2 人 
合 計 100 人 

表-9 自動車利用 
自動車利用 

はい 23 人 
いいえ 77 人 
合 計 100 人 

表-10 １ヶ月当たりの利用回数 
１ヶ月当たりの利用回数 

1 回 61 人 
2 回 23 人 
3 回 3 人 
4 回 11 人 

5 回以上 2 人 
Total 100 人 
表-11 乗船時の問題点 
乗船時の問題点 

ある 81 人 
ない 19 人 
合 計 100 人 

表-12 乗船時の問題点 
乗船時の問題点 

チケット購入が難しい 60 人 
チケット購入に時間がかかる 37 人 
乗船までの待合室がない 64 人 
乗船までに時間がかかる 36 人 
運行時間の遅延 23 人 
その他 0 人 

表-13 危険を感じるか？ 
危険を感じるか？ 
感じる 41 人 
感じない 59 人 
合 計 100 人 

表-14 危険を感じる状態. 
危険を感じる状態 

乗船までの通路 32 人 
ランプウェイからの乗り込み
時 

29 人 

自動車の通行 27 人 
コンテナの荷役機械 17 人 
その他 2 人 
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表-15 ﾌｪﾘｰﾀｰﾐﾅﾙにあってほしい設備 
ﾌｪﾘｰﾀｰﾐﾅﾙにあってほしい設備 

待合室 96 人 
洗面所 65 人 
売 店 34 人 
公衆電話 29 人 
食 堂 47 人 
授乳室 48 人 
遊戯施設 6 人 
駐車場 21 人 

モーターバイク置場 30 人 
出発、到着時間掲示板 78 人 

その他 0 人 
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5-2 波浪条件解析結果 

計画地は海面擾乱が発生しやすい地形であり、十分な波浪解析を行なって設計波浪条件を設定

する必要があるため、今回実施した深浅測量成果により長期間の波浪推算結果を用いて①計画す

る桟橋等の設計波浪の設定と②計画地での静穏度解析の検討を行なった。 

① 計画対象地点の設計波浪の推算 

NOAA(アメリカ海洋大気庁)（35 か年間）をもとに、計画地の設計波浪条件を解析する。

検討フローを図 5-2 に示す。 

② 計画対象地点での静穏度解析 

5 か年間の波浪推算をもとに、設計対象フェリーの利用限界波高に係る静穏率の算定を実施

する。検討フローを図 5-3 に示す。 

 
図 5-2 設計波検討フロー 
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確率統計処理 確率統計処理
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S-M-B法による確率風速
に対する確率波の算定

湾内発生波の設計沖波
(50年確率波)の設定

各沖波条件に対する浅海部波浪
変形計算

手法：ｴﾈﾙｷﾞｰ平衡方程式等
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図 5-5 海図 3296 
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図 5-6 海図 3296 
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出典：現地再委託調査結果 

図 5-7 地形深浅測量図及び桟橋設計予定付近の水深 
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5-2-1-1-2 風 

NOAA（アメリカ海洋大気局）におけるディリ港近郊の推算地点は、図 5-8 に示す通り、地点

M2（南緯 8°、東経 125.5°）及び地点 M3（南緯 8.5°、東経 125.5°）である。 

 
図 5-8 DILI 近郊推算地点（NOAA） 

図 5-9 及び表 5-2 に各地点での再解析データ（NOAA）の風配図、頻度表を示す。地点 M3

ではティモール島の影響を受けるので地点 M2 に対し風速は弱くなるが、風向は年間を通じ、同

様の傾向にある。 
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図 5-9 風配図（期間：1980 年 1 月～2014 年 12 月） 
 

 

表 5-2 風頻度表（期間：1980 年 1 月～2014 年 12 月） 
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5-2-1-1-3  波浪 

波浪は、風の再解析データのM2、M3地点における、NOAAによる推算結果を利用した。図 5-10

～図 5-11、表 5-3～表 5-8 に NOAA による推算結果の頻度図表を示す。同図表によれば地点

M2 はアロル島とティモール島の間からインド洋のうねりが来襲していることが分かる。また、

ウェタル島の影響のためか、NNE～ENE の出現頻度がきわめて少なくなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-10 頻度分布図（地点 M2） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-11 頻度分布図（地点 M3） 
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表表 5-10 波
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表表 5-11 波
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(2) 確率波の算定 

年最大波より確率統計処理を行い、 M2 地点及び M3 地点各々の波向 WNW 、

NW.NNW,N,NNE,NE,ENE の７方位について、確率波高を算出した。算出結果の一例として、M2

地点、波向 WNW を図 5-12 に示す。（付属資料１参照）。また、周期については図 5-13 及び図 5-14

に示す年最大値波高と周期の相関図より算出した。相関図作成にあたっては、インド洋から（SW，

SSW 方向）の波向については、対象地点への影響が小さいので除外している。以上により算出

した確率波を表 5-12 に整理した。 

 

図 5-12 確率波高算出結果（地点 M2、WNW） 
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図 5-13 年最大値波高と周期の相関図（地点 M2） 
 

 

図 5-14 年最大値波高と周期の相関図（地点 M3） 
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表 5-12 確率波算出結果 

 

 

 

 

  

5年 10年 30年 50年
2.35 m 2.64 m 3.02 m 3.17 m
7.5 s 8.1 s 8.8 s 9.2 s

1.36 m 1.51 m 1.70 m 1.78 m
5.4 s 5.7 s 6.1 s 6.3 s

1.23 m 1.43 m 1.70 m 1.81 m

5.2 s 5.6 s 6.1 s 6.4 s
1.07 m 1.28 m 1.57 m 1.70 m
4.8 s 5.3 s 5.9 s 6.1 s

0.48 m 0.56 m 0.71 m 0.79 m
3.6 s 3.8 s 4.1 s 4.2 s

0.47 m 0.51 m 0.56 m 0.58 m
3.6 s 3.7 s 3.8 s 3.8 s

0.73 m 0.81 m 0.92 m 0.98 m

4.1 s 4.3 s 4.5 s 4.6 s

5年 10年 30年 50年
0.71 m 0.79 m 0.93 m 0.99 m

4.0 s 4.3 s 4.9 s 5.1 s
0.48 m 0.56 m 0.66 m 0.71 m
3.1 s 3.4 s 3.8 s 4.0 s

0.30 m 0.31 m 0.33 m 0.33 m

2.4 s 2.4 s 2.5 s 2.5 s
0.33 m 0.35 m 0.38 m 0.39 m

2.5 s 2.6 s 2.7 s 2.8 s
0.45 m 0.48 m 0.53 m 0.55 m
3.0 s 3.1 s 3.3 s 3.4 s

0.54 m 0.59 m 0.64 m 0.66 m
3.4 s 3.6 s 3.7 s 3.8 s

確率波（地点Ｍ2）

NNW

N

WNW

NW

波浪資料 波向

NNE

NE

ENE

NOAA
（地点M2）

WNW

NW

NNW

N

0.3m以上

波浪資料 波向
確率波（地点Ｍ3）

抽出条件

0.75m以上

0.3m以上

抽出条件

データ不足により算定不可

NNE

NOAA
（地点M3）

NE

ENE
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図 5-17 確率風速算出結果（地点 M3、NNE） 
 

表 5-14 確率波算出結果 
 

  
波向 確率年

確率風速
(m/s)

吹送距離
（km)

沖波波高
(m)

周期
(s)

沖波波長
(m)

波形勾配 Smax

50 6.50 121.3 0.80 3.8 22.5 0.036 10

30 6.32 121.3 0.80 3.7 21.4 0.037 10

10 5.92 121.3 0.70 3.6 20.2 0.035 10

5 5.65 121.3 0.70 3.4 18.0 0.039 10

50 7.36 78.7 0.90 3.8 22.5 0.040 10

30 7.18 78.7 0.90 3.7 21.4 0.042 10

10 6.75 78.7 0.80 3.6 20.2 0.040 10

5 6.43 78.7 0.70 3.5 19.1 0.037 10

50 7.88 59.9 0.90 3.8 22.5 0.040 10

30 7.72 59.9 0.90 3.7 21.4 0.042 10

10 7.31 59.9 0.80 3.6 20.2 0.040 10

5 6.99 59.9 0.80 3.5 19.1 0.042 10

NNE

NE

ENE
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5-2-1-2-3 確率波算定結果 

以上の結果を図 5-14 及び図 5-18 に整理した。 

波浪資料による確率波算定結果（M3 地点）では、50 年確率波で、全方向とも 1.0m 以下とな

っている。このことは、M3 地点が浅海域であり、またアタウロ島とティモール島に囲まれてお

り、精度良く推算されていない可能性が高いためと考えられる。 

また、M2 地点の NNE～ENE 方向の推算結果は、風資料からの推算結果と同じような値であ

るが、アタウロ島の回折により波浪が減衰すると考えられることから、以降の検討は M2 地点で

の推算結果 WNW～N 方向と、風資料からの推算結果 NNE～ENE を採用とした。 

表 5-15 確率波算定結果一覧表 
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5-2-1-3-2 条件 

(1) 波浪条件 

波浪条件は表 5-15 に示す確率波算定結果一覧より、表 5-16 に示す 50 年確率波とした。 

表 5-16 沖波条件 

 

(2) 水深及び地形 

水深及び地形は下記に示した資料を使用した。 

・海図 942A 

・測量データ（貸与資料） 

・GEBCO30（出典：http://www.gebco.net/） 

(3) 潮位条件 

前出の潮位条件より、HWL を使用する。 

     M.H.H.W=＋2.30m 

 

(4) 計算範囲及び計算格子間隔 

計算格子間隔 200ｍ 

沖波向 WNW NW NNW N

沖波波高 3.17 m 1.78 m 1.81 m 1.70 m

周期 9.2 s 6.3 s 6.4 s 6.1 s

50年確率波（地点Ｍ2）
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図 5-20 計算範囲 

5-2-1-3-3 結果 

波向 WNW、NW、NNW の 3 方位について検討を行ったが、計算結果の一例として、波向 WNW

の計算結果を図 5-21 から図 5-26 に示す。なお、全ケースの計算結果は付属資料４参照。計算

結果より M1 地点での設計波諸元を求め、表 5-17 に整理した。 

表 5-17 M1 地点設計沖波諸元（50 年確率波） 

M2 地点設計沖波 M1 地点設計沖波 

波向 波高(m) 周期(s) 
入射波向

(°) 
波高(m) 周期(s) 備考 

WNW 3.17 9.2 324.0 1.63 9.2 

波浪資料による値

外洋性波 

NW 1.78 6.3 327.0 1.13 6.3 

NNW 1.81 6.4 330.0 1.17 6.4 

N 1.70 6.1 360.0 1.36 6.1 

波向は N から時計まわりの角度 

対象地点 
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図 5-21 換算沖波波高分布（WNW） 
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図 5-22 波向ベクトル分布（WNW） 
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図 5-23 波向数値分布（WNW） 
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図 5-24 換算沖波波高分布（N） 
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図 5-25 波向ベクトル分布（N） 
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図 5-26 波向数値分布（N） 
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(4) 計算範囲及び計算格子間隔 

計算格子間隔 10ｍ 

 

図 5-27 計算範囲 
 

5-2-1-4-3 結果 

計算は、波向 WNW、NW、NNW、N、NNE、NE、ENE の７方位について行ったが、計算結

果の一例として、波向 WNW の結果を図 5-28～図 5-33 に示す。なお、全てのケースの計算結

果は付属資料５参照。 



 

5-44 
 

 

図 5-28 換算沖波波高分布（WNW） 
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図 5-29 波向ベクトル分布（WNW） 
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図 5-30 波向数値分布（WNW） 



 

5-47 
 

 

図 5-31 換算沖波波高分布（N） 
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図 5-32 波向ベクトル分布（N） 
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図 5-33 波向数値分布（N） 
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図 5-35 水深と H1/3，Hmax の関係（M.H.H.W 時） 
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水深別に波頂高（Cmax）を算出した結果を表 5-21 に示す。Cmax/Hmax は図 5-36 より読み取っ

た。表 5-21 によれば、汀線付近において約 1.5m の値が算出された。 

表 5-21 水深別波頂高（50 年確率波、潮位 M.H.H.W） 
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表 5-22 波浪換算 

 

 

 

図 5-38 波浪換算 

4.0s 6.0s 8.0s 4.0s 6.0s 8.0s

WNW 0.51 0.51 0.51 324 324 324

NW 0.63 0.63 0.63 327 327 327

NNW 0.84 0.84 0.83 329 329 329

N 0.80 0.80 0.79 0 0 0

NNE 0.83 0.82 0.81 29 29 29

NE 0.82 0.81 0.80 43 43 43

ENE 0.74 0.74 0.73 48 48 48

波向はNから時計まわりの角度

沖波波向
波高換算値（m） 換算後の波向（°）
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(3) 結果 

表 5-3、図 5-38 は波向別、周期別に波浪変形計算を行ない、沖合から M1 地点への換算率を

求めたものである。アロル島、アタウロ島の影響で開口している NNW、NNE、NE への換算率

が高くなっている。この換算率をもとに、表 5-23～表 5-25 に示す M2 地点の波を M1 地点の波

に変換した結果を表 5-26～表 5-28 に示す。 
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5-2-2-2-2 風波の推算 

(1) 手法 

SMB 法により算出した。 

(2) 条件 

 ・風 

M3 地点における 5 か年間（2010 年～2014 年）の風を使用した。  

・有効吹送距離 

有効吹送距離は、図 5-16 に示す値を使用した。なお、推算にあたっては、設計波算出の時と同

様に NNE～ENE 方向を対象とした。 

(3) 結果 

推算結果を表 5-29～表 5-31 に示す。 
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表
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5-2-2-2-3 合成波算出 

ここでは、前項で算出したM1地点での換算波浪とSMB法にて推算した波浪結果を合成した。

合成にあたっては、換算波浪と SMB 法による推算波を比較して波高の大きい値を採用した。合

成した結果を表 5-32～表 5-34 に示す。 
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図 5-41 波高比分布（NW） 
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図 5-42 波高比分布（NNW） 
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図 5-43 波高比分布（N） 
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図 5-44 波高比分布（NNE） 
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図 5-45 波高比分布（NE） 
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5-2-2-4-2 評価エリアの波高比分布 

計算結果より評価エリア内の最大値を抽出し、表 5-36 にまとめた。 

表 5-36 評価エリア別波高比 

 
代表周期：6.0s 

 稼働率 

前項までの結果を踏まえて稼働率を算定した結果を図 5-46 に示す。算出にあたっては、限界

波高を 0.3m と 0.5m として M1 地点での限界波高（限界波高/波高比）を求め、ついで M1 地点

での限界波高以上の出現頻度を求めた。 

稼働率は 100%－（M1 地点での限界波高以上の出現頻度）として算出した（付属資料６参照）。 
限界波高 0.5m においては、評価エリア A，B とも稼働率 97.5%を超える結果となった。 
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乾季：12 月～5 月      
雨季：6 月～11 月     

図 5-46 季節別稼働率 
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